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来春卒業予定
県 内高校生

用月妹
前
年
同
期
比
ｌ
ｏ
９
び
上
昇

山
形
労
働
局
が
２２
日
発
表
し
た

来
春
卒
業
予
定
の
県
四

高
校
生
の

就
職
内
定
率

（確
定
値
）
は
ヽ
９

月
末
現
在
３７

・
１
％
で
前
年
同
期

よ
り
１

・
９
び
上
昇
し
た
。
県
内

分
だ
け
で
み
る
と
、
内
定
率
が
３２

・
■
％
で
３

・
０
び
ヽ
求
人
倍
率

が
Ｏ

．
７９
倍
で
Ｏ

・
Ю
び
そ
れ
ぞ

れ
ア

ッ
プ
。
県
内
企
業
か
ら
の
求

人
数
も
１８

・
５
％
増
加
し
た
。
た

だ
、
県
外
求
人
が
冷
え
込
ん
で
お

り
、
今
後
は
地
元
志
向
の

一
層
の

高
ま
り
も
想
定
さ
れ
る
。

高
校
生
の
採
用
選
考
は
９
月
１６

日
に
ス
タ
ー
ト
し
、
内
定
率
は
今

期
初

の
集
計
。
縁
故
、
自
営
従
事
、

公
務
員
を
除
く
、
高
校
生

の
就
職
希
望
者
は
前
年
同

期
比
１

・〇
％
減

の
２
８

１
４
人
。
う
ち
１
０
４
５

人
が
内
定
を
得
た
。
県
内

企
業
を
希
望
す
る
生
徒
は

４

。２
％
増

の
２
０
３
０

人

で
内

定

者
は

６

５
２

人
。地

域
別
の
内
定
率
は
村

山
３２

・
６
％
、
最
上
３２

・

９
％
、
庄
内
４０

。
９
％
ヽ

置
賜
４２

・
〇
％
ｏ
最
上
以

外
は
前
年
同
期
を
上
回

っ

た
。
県
内
企
業
の
内
定
率

を
み
る
と
、
村
山
３０

．
５

％
、
最

上
２７

・
７
％
、
庄
内

３‐

．
２

％
、
置
賜
３９

・０
％
ｏ
特
に
置
賜
は

８

。
８
び
も
改
善
し
た
。

県
内
企
業
か
ら
の
求
人
数
は
１

５
９
６
人
で
前
年
同
期
比
１８

・
５

％
増
。
基
幹
産
業
の
製
造
業
が
７

７
３
人
で
２９

。
７
％
増
、
医
療

・

福
祉
が
２
２
６
人
で
５４

・
８
％
増

な
ど
と
な

っ
た
。
同
労
働
局
は

「経

済
情
勢
が
上
向
き
、
企
業
が
一雇
用

に
前
向
き
に
な

っ
た
表
れ
」
と
分

析
す
る
。

た
だ
求
人
数
は
県
内
外
合
わ
せ

て
２
７
７
１
人
で
、
こ
の
時
期
と

し
て
は
過
去
最
低
と
な

っ
た
前
年

同
期
よ
り
■
人
多
い
だ
け
。
県
外

企
業
か
ら
の
求
人
数
の
落
ち
込
み

が
大
き
く
、
県
外
希
望
者
が
県
内

へ
の
就
職
希
望
に
変
更
す
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
が
、
県
内
の
求
人

も
水
準
は
依
然
と
し
て
低
い
。
同

労
働
局
は
「関
係
機
関
と
連
携
し
、

引
き
続
き
求
人
開
拓
を
積
極
的
に

進
め
な
け
れ
ば
」
と
し
て
い
る
。
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今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
み
ら

れ
る
。

今
回
の
業
務
協
力
協
定
に
よ
り
両

行
は
、
山
形
銀
行
が
持
つ
県
内
各
自

治
体
の
行
政
動
向
や
地
域
情
報
と
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
が
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ
分
野
の
知
識

長
は

「わ
れ
わ
れ
の
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
高
く

評
価
し
て
も
ら
い
大

変
光
栄
。
地
域
に
お
け
る
官
民
連

携
事
業
を
活
発
化
す
る
モ
デ
ル
と
し

て
山
形
か
ら
全
国
に
発
信
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

と謝辞 を述ベブ
商工業の振ξ
貢献 しているノ
している。
/1ヽ本本fミル久タト(

中
小
企
業
経
営
者
ら

赤
字
改
善
策
を
学
ぶ

東
根

北ヽ
郡
信
組
の
講
演
会

一　
北
郡
信
用
組
合
（村
山
市
。西
塚

一
彦
理
事
長
）
主
催
の
講
演
会
が

２２
日
、
東
根
市
の
東
根
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
小
堺

コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
事
務
所
（仙
台
市
）
の

小
堺
桂
悦
郎
代
表
が
「な
ぜ
、あ
の

会
社
は
業
績
を
回
復
で
き
た
の

か
」と
題
し
て
講
演
し
た
＝
写
真
。

小
堺
さ
ん
は
、
会
社
が
債
務
超

過
や
赤
字
の
場
合
は

「金
融
機
関

と
相
談
し
て
改
善
計
画
書
を
作

っ

て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
も
、
体
質
が

改
善
し
な
け
れ
ば
結
局
赤
字
に
な

る
と
説
明
し
、

「赤
字
の
実
態
を

確
認
し
、
経
費
の
削
減
実
績
が
出

た
後
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
こ
と

を
考
え
る
べ
き
」
と
話
し
た
。

山
形
と
宮
城
両
県
の
７
信
組
で

つ
く
る
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー

事
業

「宮
城

・
山

形
し
ん
く
み
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
事

業
と
し
て
、
同
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一

つ
で
、
本
県
の
信

組
を
取
り
ま
と
め

る
北
郡
信
用
組
合

が
主
催
。
市
内
外
の
中
小
企
業
経

営
者
ら
４２
人
が
聴
講
し
た
。

建
設
業
界
の
課
題
議
論

山
形
東
北
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

た
め
、
行
政
、
業
界
が
そ

れ
ぞ
れ
役
割
を
果
た
し
、

し

っ
か
り
発
信
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
い
さ

つ
。
吉
村
美
栄
子

知
事
、
佐
貝
全
健
県
議
会

議
長
、
下
保
修
国
交
省
大

臣
官
房
技
術
審
議
官
、
青

山
俊
行
東
北
地
方
整
備
局

長
、
浅
沼
健

一
全
国
建
設

業
協
会
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。浅

沼
全
国
建
設
業
協
会

長
は
国
の
経
済
対
策
に
つ

い
て
触
れ

「現
政
権
に
は

実
効
性
の
あ
る
緊
急
経
済

対
策
を
実
施
し
、
ビ
ジ

ョ

東
北
建
設
業
協
会
プ
ロ

ッ
ク
会
議
が
２２
日
、
山
形

市
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

一タ
ン
山
形
で
開
か
れ
、
東

北
６
県
の
建
設
業
協
会
の

幹
部
や
国
土
交
通
省
、
６

県
の
関
係
者
ら
１
５
０
人

が
公
共
投
資
予
算
の
確
保

や
入
札

。
契
約
制
度
の
適

正
化
な
ど
業
界
を
め
ぐ
る

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。

東
北
建
設
業
協
会
連
合

・会

の
菅
原

三
朗
会
長
が

「真
に
必
要
な
社
会
資
本

整
備
の
必
要
性
を
住
民
に

正
し
く
理
解
し
て
も

り
う

ン
を
提
ぉ
し
て
は
し
い
」

と
語

っ
た
。

議
事
で
は
、
渋
谷
忠
昌

県
建
設
業
協
会
長
が
議
長

に
就
ぎ
一
▽
公
共
投
資
予

算
確
保
▽
入
札

・
契
約
制

度
の
適
正
化
推
進
▽
総
合

評
価
方
式
で
の
会
員
企
業

の
適
正
な
評
価
―
な
ど
７

項
目
に
つ
い
て
、
協
会
と

国
、
県
が
意
見
交
換
し

た
。
大
都
市
と
比
べ
遅
れ

が
指
摘
さ
れ
る
東
北
の
社

会
資
本
整
備
に
つ
い
て
、

国
交
省
側
は

「東
北
地
方

の
社
会
資
本
整
備
が
進
む

よ
う
予
算
確
保
に
最
大
限

努
め
た
い
」
と

答
え
た
。

来
年
度
の
次
回
開
催
地
を

秋
田
県
に
決
め
、
閉
会
し

た
。　
　
．

県商工観光功労者 10人を表彰
本年度の県商工観光功労者に対する
表彰式が 22日 、県庁で行われ、吉村美
栄子知事が功労者一人一人に表彰状 を
手渡 し長年の功績 をたたえた一写真。
本年度は商工団体功労 5人ヽ観光振
興功労 4人ヽ商工事業功労 1人の計 10
人。吉本修 日事は表彰状 を贈 つた後、「今
[‐も本県経済の発展や後進の育成 に力
を貸 してほ しい」 と式辞 を述べた。被
表彰者 を代表 し、商工団体功労の小林
高明氏 (79)一県農業機械商業協同組合
理事長、山形市 =が「りいを新たに県産
業の さらなる発展にまい進 してい く」

|


